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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のパーソナルエリアネットワーク（ＰＡＮ）を調整するコーディネータノードであ
って、前記コーディネータノードは、
　前記複数のＰＡＮにおける少なくとも１つのＰＡＮデバイスと通信するように構成され
た少なくとも１つのトランシーバと、
　前記少なくとも１つのＰＡＮデバイスが、前記複数のパーソナルエリアネットワーク（
ＰＡＮ）における１つのＰＡＮから、前記複数のパーソナルエリアネットワーク（ＰＡＮ
）における異なるＰＡＮに切り換えることを要求していることを示している、前記複数の
ＰＡＮに関連する情報を受信するように構成された前記少なくとも１つのトランシーバと
、
　前記少なくとも１つのトランシーバから前記受信された情報を受信し、および前記少な
くとも１つのＰＡＮデバイスが、前記複数のパーソナルエリアネットワーク（ＰＡＮ）に
おける１つのＰＡＮから、前記複数のパーソナルエリアネットワーク（ＰＡＮ）における
異なるＰＡＮに切り換えることを要求していることを前記コーディネータノードで、前記
受信した情報に基づいて判定し、およびそれに応答して、前記異なるＰＡＮに切り換える
ための、前記少なくとも１つのＰＡＮデバイスに対する指示を生成するように構成された
スケジューラと、
　前記スケジューラからの前記指示を、前記少なくとも１つのＰＡＮデバイスに送信する
ようにさらに構成された前記少なくとも１つのトランシーバと



(2) JP 5719039 B2 2015.5.13

10

20

30

40

50

　を備えたことを特徴とするコーディネータノード。
【請求項２】
　前記少なくとも１つのＰＡＮデバイスは、少なくとも２つのＰＡＮデバイスを含むＰＡ
Ｎデバイスのグループであり、および前記スケジューラは、
　ＰＡＮデバイスの前記グループに関連付けられた親コーディネータからアソシエーショ
ン要求を受信し、前記アソシエーション要求は、前記少なくとも１つのトランシーバを介
した、ＰＡＮデバイスの前記グループを新しいチャネルに切り換えることに関する情報を
含み、
　前記少なくとも１つのトランシーバを介した前記アソシエーション要求に応答して、肯
定応答を前記親コーディネータに送信し、前記肯定応答は、前記親コーディネータに、新
しいディスアソシエーション通知を、ＰＡＮデバイスの前記グループにおける前記ＰＡＮ
デバイスの各々に送信するように促し、前記新しいディスアソシエーション通知は、ディ
スアソシエーション理由、および前記ＰＡＮデバイスの各々が切り換えられることになる
、前記複数のＰＡＮのうちの前記異なる少なくとも１つのＰＡＮを示す新しいＰＡＮ　Ｉ
Ｄを含む
　ことによってＰＡＮデバイスの前記グループを切り換えるようにさらに構成されること
を特徴とする請求項１に記載のコーディネータノード。
【請求項３】
　前記アソシエーション要求は第１のチャネルを介して受信され、前記第１のチャネルは
、ＰＡＮデバイスの前記グループが初めに接続される前記ＰＡＮに関連付けられ、
　接続応答は前記第１のチャネルを介して送信され、
　前記新しいディスアソシエーション通知は前記第１のチャネルを介して送信される
　ことを特徴とする請求項２に記載のコーディネータノード。
【請求項４】
　前記アソシエーション要求は、ディスアソシエーション理由および新しいＰＡＮ　ＩＤ
を含むことを特徴とする請求項２に記載のコーディネータノード。
【請求項５】
　前記ディスアソシエーション理由は、グループ切り換えが実行されることになることを
示すことを特徴とする請求項４に記載のコーディネータノード。
【請求項６】
　前記スケジューラは、
　ディスアソシエーション通知を前記少なくとも１つのＰＡＮデバイスに前記少なくとも
１つのトランシーバを介して送信し、
　アソシエーション要求を前記少なくとも１つのＰＡＮデバイスから前記少なくとも１つ
のトランシーバを介して受信し、
　接続応答を前記少なくとも１つのＰＡＮデバイスに前記少なくとも１つのトランシーバ
を介して送信する
　ことによって前記少なくとも１つのＰＡＮデバイスを切り換えるようにさらに構成され
ることを特徴とする請求項１に記載のコーディネータノード。
【請求項７】
　前記スケジューラは、肯定応答を前記少なくとも１つのＰＡＮデバイスに送信するよう
に前記少なくとも１つのトランシーバに指示することによって、前記少なくとも１つのＰ
ＡＮデバイスを切り換えるようにさらに構成されることを特徴とする請求項１に記載のコ
ーディネータノード。
【請求項８】
　前記スケジューラは、
　前記少なくとも１つのトランシーバを介した前記ディスアソシエーション通知を第１の
チャネルを介して送信し、
　前記少なくとも１つのトランシーバを介した前記アソシエーション要求を第２のチャネ
ルを介して受信し、
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　少なくとも１つの前記トランシーバを介した前記接続応答を前記第２のチャネルを介し
て送信する
　ようにさらに構成されることを特徴とする請求項６に記載のコーディネータノード。
【請求項９】
　前記ディスアソシエーション通知は、ディスアソシエーション理由および所望のＰＡＮ
　ＩＤを含むことを特徴とする請求項６に記載のコーディネータノード。
【請求項１０】
　前記スケジューラは、
　ディスアソシエーション通知を前記少なくとも１つのＰＡＮデバイスから前記少なくと
も１つのトランシーバを介して受信し、
　肯定応答を前記少なくとも１つのＰＡＮデバイスに前記少なくとも１つのトランシーバ
を介して送信し、
　アソシエーション要求を前記少なくとも１つのＰＡＮデバイスに前記少なくとも１つの
トランシーバを介して送信し、
　接続応答を前記少なくとも１つのＰＡＮデバイスから前記少なくとも１つのトランシー
バを介して受信する
　ことによって前記少なくとも１つのＰＡＮデバイスを切り換えるようにさらに構成され
る
　ことを特徴とする請求項１に記載のコーディネータノード。
【請求項１１】
　前記スケジューラは、
　接続応答を前記少なくとも１つのＰＡＮデバイスから新しいチャネルを介しておよび前
記少なくとも１つのトランシーバを介して受信し、
　接続応答を前記少なくとも１つのＰＡＮデバイスに前記新しいチャネルを介しておよび
前記少なくとも１つのトランシーバを介して送信する
　ことによって前記少なくとも１つのＰＡＮデバイスを切り換えるようにさらに構成され
、前記新しいチャネルは、前記少なくとも１つのＰＡＮデバイスが切り換えることを試行
している新しいＰＡＮに関連することを特徴とする請求項１に記載のコーディネータノー
ド。
【請求項１２】
　前記スケジューラは、
　ディスアソシエーション通知を前記少なくとも１つのＰＡＮデバイスに前記少なくとも
１つのトランシーバを介して送信し、
　アソシエーション要求を前記少なくとも１つのＰＡＮデバイスから前記少なくとも１つ
のトランシーバを介して受信し、
　接続応答を前記少なくとも１つのＰＡＮデバイスに前記少なくとも１つのトランシーバ
を介して送信する
　ことによって前記少なくとも１つのＰＡＮデバイスを切り換えるようにさらに構成され
ることを特徴とする請求項１に記載のコーディネータノード。
【請求項１３】
　前記スケジューラは、
　アソシエーション要求を親コーディネータに送信し、前記アソシエーション要求は、少
なくとも２つのデバイスを新しいチャネルに切り換えることに関する情報を含み、
　肯定応答を前記親コーディネータから受信し、
　新しいディスアソシエーション通知を前記少なくとも２つのデバイスに前記少なくとも
１つのトランシーバを介して送信する
　ことによって前記少なくとも１つのＰＡＮデバイスを切り換えるようにさらに構成され
ることを特徴とする請求項１に記載のコーディネータノード。
【請求項１４】
　前記アソシエーション要求は、ディスアソシエーション理由、およびグループ切り換え
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が要求されるという指示を含み、ならびに前記新しいディスアソシエーション通知は、前
記ディスアソシエーション理由および新しいＰＡＮ　ＩＤを含むことを特徴とする請求項
１３に記載のコーディネータノード。
【請求項１５】
　前記少なくとも１つのトランシーバは、ワイヤレスパーソナルエリアネットワーク（Ｗ
ＰＡＮ）規格を介して通信するように構成されることを特徴とする請求項１に記載のコー
ディネータノード。
【請求項１６】
　前記スケジューラは、
　前記複数のＰＡＮの各々に関する情報を記憶するように構成された少なくとも１つのメ
モリデバイスと、
　前記少なくとも１つのＰＡＮデバイスの各々に関連する情報を記憶するように構成され
た中央レジストラと
　を含み、前記スケジューラは、前記複数のＰＡＮのうちの少なくとも１つにおける前記
少なくとも１つのＰＡＮデバイスが、前記複数のＰＡＮのうちの前記少なくとも１つの異
なるＰＡＮに切り換えられることになることを判定するために、前記複数のＰＡＮの各々
に関する前記情報、および前記少なくとも１つのＰＡＮデバイスの各々に関連する前記情
報を使用するように構成される
　ことを特徴とする請求項１に記載のコーディネータノード。
【請求項１７】
　前記スケジューラは、前記複数のＰＡＮのうちの１つまたは複数における、トラフィッ
ク状態、ロードバランシング、輻輳制御、信頼性、アイソレーション、サービス差別、干
渉管理、または保護要因のうちの少なくとも１つを考慮することによって、前記複数のＰ
ＡＮのうちの少なくとも１つにおける前記少なくとも１つのＰＡＮデバイスが、前記複数
のＰＡＮのうちの前記少なくとも１つの異なるＰＡＮに切り換えられることになることを
判定するように構成されることを特徴とする請求項１に記載のコーディネータノード。
【請求項１８】
　前記スケジューラは、所与の時間に使用中である前記少なくとも１つのトランシーバの
数を決定するようにさらに構成されることを特徴とする請求項１に記載のコーディネータ
ノード。
【請求項１９】
　少なくとも１つのコーディネータノードトランシーバを介して、第１のパーソナルエリ
アネットワーク（ＰＡＮ）のコーディネータノードスケジューラと前記少なくとも１つの
第１のパーソナルエリアネットワーク（ＰＡＮ）のうちの少なくとも１つのＰＡＮデバイ
スとの間を通信するステップと、
　前記少なくとも１つのＰＡＮデバイスが、前記第１のパーソナルエリアネットワーク（
ＰＡＮ）から、第２のパーソナルエリアネットワーク（ＰＡＮ）に切り換えることを要求
していることを示している、前記複数のＰＡＮに関連する情報をコーディネータノードス
ケジューラで受信するステップと、
　少なくとも１つのＰＡＮデバイスが、前記第１のパーソナルエリアネットワーク（ＰＡ
Ｎ）から、前記第２のパーソナルエリアネットワーク（ＰＡＮ）に切り換えることを要求
していることを、前記受信した情報に基づいて、前記コーディネータノードスケジューラ
で判定するステップと、
　前記受信した情報に基づいて、前記少なくとも１つのＰＡＮデバイスを前記第２のパー
ソナルエリアネットワーク（ＰＡＮ）に切り換えるステップと
　を備えたことを特徴とする方法。
【請求項２０】
　複数のパーソナルエリアネットワーク（ＰＡＮ）を調整するためにコーディネータノー
ドにおいて使用する方法であって、前記方法は、
　前記複数のＰＡＮにおける少なくとも１つのＰＡＮデバイスと、少なくとも１つのトラ
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ンシーバを介して通信するステップと、
　前記複数のＰＡＮに関連する情報を受信するステップと、
　前記複数のＰＡＮのうちの少なくとも１つにおけるＰＡＮデバイスのグループが、前記
複数のＰＡＮのうちの異なる少なくとも１つに切り換えられることになることを、前記コ
ーディネータノードで、前記受信した情報に基づいて決定するステップであって、ＰＡＮ
デバイスの前記グループは、少なくとも２つのＰＡＮデバイスを含んでいる、ステップと
、
　前記受信した情報に基づいて、ＰＡＮデバイスの前記グループを前記異なる少なくとも
１つのＰＡＮに切り換えるステップであって、ＰＡＮデバイスの前記グループを切り換え
る前記ステップは、
　　アソシエーション要求をＰＡＮデバイスの前記グループに関連付けられた親コーディ
ネータから受信するステップであって、前記アソシエーション要求は、ＰＡＮデバイスの
前記グループを新しいチャネルに切り換えることに関する情報を含んでいる、ステップと
、
　　前記アソシエーション要求に応答して、肯定応答を前記親コーディネータに送信する
ステップであって、前記肯定応答は、前記親コーディネータに、新しいディスアソシエー
ション通知を、ＰＡＮデバイスの前記グループにおける前記ＰＡＮデバイスの各々に送信
するように促し、前記新しいディスアソシエーション通知は、ディスアソシエーション理
由、および前記ＰＡＮデバイスの各々が切り換えられることになる、前記複数のＰＡＮの
うちの前記異なる少なくとも１つのＰＡＮを示す新しいＰＡＮ　ＩＤを含む、ステップと
　を含む、ステップと
　を備えたことを特徴とする方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、コンバージドコーディネータを備えた構成可能なアーキテクチャに関する。
【背景技術】
【０００２】
関連出願の相互参照
　本出願は、２０１１年２月９日に出願した米国仮特許出願第６１／４４１，１２５号の
利益を主張するものであり、その内容は、参照により本明細書に組み込まれている。
【０００３】
　通常のワイヤレスネットワークでは、１つのコーディネータは、通常、ネットワーク全
体を管理する。例えば通常のワイヤレスパーソナルエリアネットワーク（ＰＡＮ）または
センサネットワークには、通常、ネットワーク全体を管理するタスクを担った１つのＰＡ
Ｎコーディネータが存在している。例えば単独のＰＡＮコーディネータは、ネットワーク
初期化および公式化ならびにデータ伝送などの機能を実施することができる。通常のＰＡ
Ｎコーディネータは、少なくとも２つの物理的な通信インタフェースを有している。例え
ばＰＡＮコーディネータは、ＰＡＮネットワーク内における内部通信のための１つの無線
インタフェース、およびＰＡＮを外部ネットワークに接続するための迂回中継として他の
インタフェースを有することができる。複数のＰＡＮネットワークが存在している場合、
複数のＰＡＮコーディネータが必要であり、通常、ＰＡＮネットワーク毎に１つのＰＡＮ
コーディネータが必要である。これらのＰＡＮコーディネータは、通常、距離を隔てて配
置される。距離を隔てて配置されるため、それらの間の通信および情報の交換は極端に制
限される。したがって個々のＰＡＮコーディネータの使用は、システムの処理能力、信頼
性および輻輳制御を制限する原因になることがある。例えば、通常のＰＡＮコーディネー
タは、単一の無線インタフェースしか使用していないため、Ｖｏｉｃｅ　ｏｖｅｒ　Ｉｎ
ｔｅｒｎｅｔ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ（ＶｏＩＰ）およびビデオ監視などの埋設システムを介
して転送速度に敏感な多重媒体通信（ｒａｔｅ－ｓｅｎｓｉｔｉｖｅ　ｍｕｌｔｉｍｅｄ
ｉａ　ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ）をサポートするための帯域幅ボトルネックになる
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ことがある。同様に、単一の無線インタフェースの使用は、ＰＡＮコーディネータの信頼
性の問題を招く。さらに、単一の無線インタフェースをベースとするＰＡＮネットワーク
では、輻輳のためにネットワークのソースにおける送信速度が低下し、またはパケットの
欠落の原因になることがある。さらに、距離を隔てたＰＡＮコーディネータ間の情報交換
および連携の不足は、異なるＰＡＮネットワーク間のロードバランシングまたは通信量管
理の実施を困難にしている。したがって互いに距離を隔てた複数のＰＡＮコーディネータ
の使用に関連する多くの弱点が存在している。したがって、コンバージドコーディネータ
を使用することにより、ワイヤレスネットワークの効率性を改善することができる。
【発明の概要】
【０００４】
　コンバージドコーディネータを備えた構成可能なアーキテクチャのための方法および装
置が説明される。コンバージドコーディネータは、複数の無線トランシーバすなわち無線
インタフェースを有することができる。コンバージドコーディネータは、複数のクラスタ
またはＰＡＮと通信することができる。コンバージドコーディネータは、収束層およびコ
ンバージド媒体アクセス制御（ＭＡＣ）層を備えたプロトコルスタックを含むことができ
る。コンバージドコーディネータは、チャネル切換えを実施することができ、それにより
デバイスは、あるチャネルから他のチャネルへ（またはあるＰＡＮから他のＰＡＮへ）切
り換えることができる。能動チャネル切換え、受動チャネル切換えおよびグループをベー
スとするチャネル切換え、ならびに２ステップ能動チャネル切換えおよび１ステップ能動
チャネル切換えが説明される。コンバージドコーディネータは、特定のクラスタまたはＰ
ＡＮの輻輳または通信量が増加すると、チャネル切換えを実施することができる。また、
チャネル切換えに使用するための新しいメッセージおよびメッセージ内のフィールドが同
じく説明される。
【図面の簡単な説明】
【０００５】
　一例として添付の図面と共に与えられる以下の説明により、より詳細に理解することが
できよう。
【０００６】
【図１Ａ】１つまたは複数の開示されている実施形態を実施することができる例示的な通
信システムのシステム図である。
【図１Ｂ】図１Ａに示されている通信システムに使用することができる例示的なワイヤレ
ス送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）のシステム図である。
【図１Ｃ】図１Ａに示されている通信システムに使用することができる例示的な無線アク
セスネットワークおよび例示的なコアネットワークのシステム図である。
【図２】複数のＰＡＮを含む例示的なネットワークを示す図である。
【図３Ａ】複数のクラスタを備えた単一のＰＡＮネットワークを調整するコンバージドコ
ーディネータの一例を示す図である。
【図３Ｂ】複数のＰＡＮネットワークを調整するコンバージドコーディネータの一例を示
す図である。
【図４】コンバージドコーディネータの例示的なアーキテクチャを示す図である。
【図５】コンバージドコーディネータのための例示的なプロトコルスタックを示す図であ
る。
【図６Ａ】チャネルを切り換える前のネットワークの一例を示す図である。
【図６Ｂ】チャネル切換えが実施された後のネットワークの一例を示す図である。
【図７】２ステップ能動チャネル切換えを示す例示的なコールフロー図である。
【図８】１ステップ能動チャネル切換えを示す例示的なコールフロー図である。
【図９】明示肯定応答コマンドを使用した受動チャネル切換えを示す例示的なコールフロ
ー図である。
【図１０】明示肯定応答コマンドを使用しない受動チャネル切換えを示す例示的なコール
フロー図である。
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【図１１】グループをベースとするチャネル切換えを示す例示的なコールフロー図である
。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　図１Ａは、１つまたは複数の開示されている実施形態を実施することができる通信シス
テム１００の例示的な図である。通信システム１００は、音声、データ、ビデオ、メッセ
ージ発信、および同報通信等々の内容を複数のワイヤレスユーザに提供する多重アクセス
システムであってもよい。通信システム１００は、ワイヤレス帯域幅を始めとするシステ
ム資源の共有を介して、複数のワイヤレスユーザによるこのような内容に対するアクセス
を可能にすることができる。例えば通信システム１００は、符号分割多重アクセス（ＣＤ
ＭＡ）、時分割多重アクセス（ＴＤＭＡ）、周波数分割多重アクセス（ＦＤＭＡ）、直交
ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）、および単一搬送波ＦＤＭＡ（ＳＣ－ＦＤＭＡ）等々の１つまた
は複数のチャネルアクセス方式を使用することができる。
【０００８】
　図１Ａに示されているように、通信システム１００は、ワイヤレス送信／受信ユニット
（ＷＴＲＵ）１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄ、無線アクセスネットワーク（Ｒ
ＡＮ）１０４、コアネットワーク１０６、公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）１０８、インター
ネット１１０および他のネットワーク１１２を含むことができるが、開示されている実施
形態には、任意の数のＷＴＲＵ、基地局、ネットワークおよび／またはネットワーク要素
が企図されていることは理解されよう。ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２
ｄの各々は、ワイヤレス環境で動作および／または通信するように構成された任意のタイ
プのデバイスであってもよい。一例として、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１
０２ｄは、ワイヤレス信号を送信および／または受信するように構成することができ、ま
た、ユーザ機器（ＵＥ）、移動局、固定または移動加入者ユニット、ページャ、セルラ電
話、パーソナルディジタルアシスタント（ＰＤＡ）、スマートフォン、ラップトップコン
ピュータ、ネットブックコンピュータ、パーソナルコンピュータ、ワイヤレスセンサ、お
よび消費者電子工学等々を含むことができる。
【０００９】
　また、通信システム１００は、基地局１１４ａおよび基地局１１４ｂを含むことも可能
である。基地局１１４ａ、１１４ｂの各々は、コアネットワーク１０６、インターネット
１１０および／またはネットワーク１１２などの１つまたは複数の通信ネットワークへの
アクセスを容易にするために、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄのうち
の少なくとも１つとワイヤレスでインタフェースするように構成された任意のタイプのデ
バイスであってもよい。一例として、基地局１１４ａ、１１４ｂは、ベーストランシーバ
局（ＢＴＳ）、Ｎｏｄｅ－Ｂ、ｅＮｏｄｅ　Ｂ、Ｈｏｍｅ　Ｎｏｄｅ　Ｂ、Ｈｏｍｅ　ｅ
Ｎｏｄｅ　Ｂ、サイトコントローラ、アクセスポイント（ＡＰ）、およびワイヤレスルー
タ等々であってもよい。基地局１１４ａ、１１４ｂは、それぞれ単一の要素として示され
ているが、基地局１１４ａ、１１４ｂは、任意の数の相互接続された基地局および／また
はネットワーク要素を含むことができることは理解されよう。
【００１０】
　基地局１１４ａは、ＲＡＮ１０４の一部であってもよく、このＲＡＮ１０４も同じく、
基地局コントローラ（ＢＳＣ）、無線ネットワークコントローラ（ＲＮＣ）、中継ノード
等々の他の基地局および／またはネットワーク要素（図示せず）を含むことができる。基
地局１１４ａおよび／または基地局１１４ｂは、セル（図示せず）と呼ぶことができる特
定の地理上の領域内でワイヤレス信号を送信および／または受信するように構成すること
ができる。このセルは、セルセクタにさらに分割することができる。例えば基地局１１４
ａとアソシエーションしているセルは、３つのセクタに分割することができる。したがっ
て一実施形態では、基地局１１４ａは、３つのトランシーバ、つまりセルのセクタ毎に１
つのトランシーバを含むことができる。他の実施形態では、基地局１１４ａは複数入力複
数出力（ＭＩＭＯ）技術を使用することができ、したがってセルのセクタ毎に複数のトラ
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ンシーバを利用することができる。
【００１１】
　基地局１１４ａ、１１４ｂは、任意の適切なワイヤレス通信リンク（例えば無線周波数
（ＲＦ）、マイクロ波、赤外（ＩＲ）光、紫外（ＵＶ）光、可視光等々）であってもよい
エアインタフェース１１６を介してＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄの
うちの１つまたは複数と通信することができる。エアインタフェース１１６は、任意の適
切な無線アクセス技術（ＲＡＴ）を使用して確立することができる。
【００１２】
　より詳細には、上で言及したように、通信システム１００は多重アクセスシステムであ
ってもよく、また、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、およびＳＣ－ＦＤＭＡ
等々の１つまたは複数のチャネルアクセススキームを使用することができる。例えばＲＡ
Ｎ１０４内の基地局１１４ａおよびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは、広帯域Ｃ
ＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））を使用してエアインタフェース１１６を確立すること
ができるＵｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　
Ｓｙｓｔｅｍ（ＵＭＴＳ）Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ（ＵＴＲ
Ａ）などの無線技術を実施することができる。ＷＣＤＭＡ（登録商標）は、ＨＳＰＡ（Ｈ
ｉｇｈ－Ｓｐｅｅｄ　Ｐａｃｋｅｔ　Ａｃｃｅｓｓ）および／またはＨＳＰＡ＋（Ｅｖｏ
ｌｖｅｄ　ＨＳＰＡ）などの通信プロトコルを含むことができる。ＨＳＰＡは、ＨＳＤＰ
Ａ（Ｈｉｇｈ－Ｓｐｅｅｄ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｐａｃｋｅｔ　Ａｃｃｅｓｓ）および／
またはＨＳＵＰＡ（Ｈｉｇｈ－Ｓｐｅｅｄ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｐａｃｋｅｔ　Ａｃｃｅｓｓ
）を含むことができる。
【００１３】
　他の実施形態では、基地局１１４ａおよびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは、
ＬＴＥ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）および／またはＬＴＥ－Ａ（ＬＴＥ
－Ａｄｖａｎｃｅｄ）を使用してエアインタフェース１１６を確立することができるＥ－
ＵＴＲＡ（Ｅｖｏｌｖｅｄ　ＵＭＴＳ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅ
ｓｓ）などの無線技術を実施することができる。
【００１４】
　他の実施形態では、基地局１１４ａおよびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは、
ＩＥＥＥ８０２．１６（つまりＷｉＭＡＸ（Ｗｏｒｌｄｗｉｄｅ　Ｉｎｔｅｒｏｐｅｒａ
ｂｉｌｉｔｙ　ｆｏｒ　Ｍｉｃｒｏｗａｖｅ　Ａｃｃｅｓｓ）、ＣＤＭＡ２０００、ＣＤ
ＭＡ２０００　１Ｘ、ＣＤＭＡ２０００　ＥＶ－ＤＯ、Ｉｎｔｅｒｉｍ　Ｓｔａｎｄａｒ
ｄ２０００（ＩＳ－２０００）、Ｉｎｔｅｒｉｍ　Ｓｔａｎｄａｒｄ９５（ＩＳ－９５）
、Ｉｎｔｅｒｉｍ　Ｓｔａｎｄａｒｄ８５６（ＩＳ－８５６）、ＧＳＭ（登録商標）（Ｇ
ｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ）、
ＥＤＧＥ（Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｄａｔａ　ｒａｔｅｓ　ｆｏｒ　ＧＳＭ　Ｅｖｏｌｕｔｉ
ｏｎ）、およびＧＥＲＡＮ（ＧＳＭ　ＥＤＧＥ）等々の無線技術を実施することができる
。
【００１５】
　図１Ａの基地局１１４ｂは、例えばワイヤレスルータ、Ｈｏｍｅ　Ｎｏｄｅ　Ｂ、Ｈｏ
ｍｅ　ｅＮｏｄｅ　Ｂまたはアクセスポイントであってもよく、また、仕事場、家庭、車
両、およびキャンパス等々の局所領域におけるワイヤレス接続性を容易にするための任意
の適切なＲＡＴを利用することができる。一実施形態では、基地局１１４ｂおよびＷＴＲ
Ｕ１０２ｃ、１０２ｄは、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）を確立す
るためにＩＥＥＥ８０２．１１などの無線技術を実施することができる。他の実施形態で
は、基地局１１４ｂおよびＷＴＲＵ１０２ｃ、１０２ｄは、ワイヤレスパーソナルエリア
ネットワーク（ＷＰＡＮ）を確立するためにＩＥＥＥ８０２．１５などの無線技術を実施
することができる。さらに他の実施形態では、基地局１１４ｂおよびＷＴＲＵ１０２ｃ、
１０２ｄは、ピコセルまたはフェムトセルを確立するためにセルラベースＲＡＴ（例えば
ＷＣＤＭＡ（登録商標）、ＣＤＭＡ２０００、ＧＳＭ（登録商標）、ＬＴＥ、およびＬＴ
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Ｅ－Ａ等々）を利用することができる。図１Ａに示されているように、基地局１１４ｂは
、インターネット１１０への直接接続を有することができる。したがって基地局１１４ｂ
は、場合によってはコアネットワーク１０６を介してインターネット１１０にアクセスす
る必要はない。
【００１６】
　ＲＡＮ１０４は、音声、データ、アプリケーションおよび／またはボイスオーバインタ
ーネットプロトコル（ＶｏＩＰ）サービスをＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１
０２ｄのうちの１つまたは複数に提供するように構成された任意のタイプのネットワーク
であってもよいコアネットワーク１０６と通信することができる。例えばコアネットワー
ク１０６は、呼出し制御、ビリングサービス、移動位置ベースサービス、前払い呼出し、
インターネット接続性、ビデオ分配等々をもたらすことができ、かつ／またはユーザ認証
などの高水準安全保護機能を実施することができる。図１Ａには示されていないが、ＲＡ
Ｎ１０４および／またはコアネットワーク１０６は、ＲＡＮ１０４と同じＲＡＴまたは異
なるＲＡＴを使用している他のＲＡＮと直接または間接的に通信することができることは
理解されよう。例えばコアネットワーク１０６は、Ｅ－ＵＴＲＡ無線技術を利用すること
ができるＲＡＮ１０４に接続されているだけでなく、ＧＳＭ（登録商標）無線技術を使用
している他のＲＡＮ（図示せず）と通信することも可能である。
【００１７】
　また、コアネットワーク１０６は、ＰＳＴＮ１０８、インターネット１１０および／ま
たは他のネットワーク１１２にアクセスするために、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０
２ｃ、１０２ｄのためのゲートウェイとして働くことも可能である。ＰＳＴＮ１０８は、
プレインオールドテレフォンサービス（ＰＯＴＳ）をもたらす回線交換電話網を含むこと
ができる。インターネット１１０は、相互接続されたコンピュータネットワークの広域シ
ステム、および送信制御プロトコル（ＴＣＰ）、ユーザデータグラムプロトコル（ＵＤＰ
）およびＴＣＰ／ＩＰインターネットプロトコルスーツ内のインターネットプロトコル（
ＩＰ）などの共通通信プロトコルを使用するデバイスを含むことができる。ネットワーク
１１２は、他のサービスプロバイダによって所有され、および／または操作される有線通
信ネットワークまたはワイヤレス通信ネットワークを含むことができる。例えばネットワ
ーク１１２は、ＲＡＮ１０４と同じＲＡＴまたは異なるＲＡＴを使用することができる１
つまたは複数のＲＡＮに接続された他のコアネットワークを含むことができる。
【００１８】
　通信システム１００内のＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄのいくつか
またはすべては、多モード機能を含むことができ、つまりＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、
１０２ｃ、１０２ｄは、異なるワイヤレスリンクを介して異なるワイヤレスネットワーク
と通信するための複数のトランシーバを含むことができる。例えば図１Ａに示されている
ＷＴＲＵ１０２ｃは、セルラベース無線技術を使用することができる基地局１１４ａと通
信し、ＩＥＥＥ８０２無線技術を使用することができる基地局１１４ｂと通信するように
構成することができる。
【００１９】
　図１Ｂは、ＷＴＲＵ１０２の一例のシステム図である。図１Ｂに示されているように、
ＷＴＲＵ１０２は、プロセッサ１１８、トランシーバ１２０、送信／受信要素１２２、ス
ピーカ／マイクロホン１２４、キーパッド１２６、ディスプレイ／タッチパッド１２８、
非取外し式メモリ１０６、取外し式メモリ１３２、電源１３４、広域位置決めシステム（
ＧＰＳ）チップセット１３６および他の周辺装置１３８を含むことができる。ＷＴＲＵ１
０２は、一実施形態に矛盾することなく、上記要素の任意の副組合せを含むことができる
ことは理解されよう。
【００２０】
　プロセッサ１１８は、汎用プロセッサ、専用プロセッサ、従来のプロセッサ、ディジタ
ル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアとアソシエーショ
ンした１つまたは複数のマイクロプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、専
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用集積回路（ＡＳＩＣ）、書替え可能ゲートアレイ（ＦＰＧＡ）回路、任意の他のタイプ
の集積回路（ＩＣ）、および状態マシン等々であってもよい。プロセッサ１１８は、信号
符号化、データ処理、電力制御、入力／出力処理、および／またはＷＴＲＵ１０２をワイ
ヤレス環境で動作させることができる任意の他の機能を実施することができる。プロセッ
サ１１８は、送信／受信要素１２２にアソシエーションすることができるトランシーバ１
２０にアソシエーションすることができる。プロセッサ１１８およびトランシーバ１２０
は、図１Ｂには個別の構成要素として示されているが、これらのプロセッサ１１８および
トランシーバ１２０は、電子パッケージまたはチップ内にまとめて統合することができる
ことは理解されよう。
【００２１】
　送信／受信要素１２２は、エアインタフェース１１６を介して、基地局（例えば基地局
１１４ａ）に信号を送信する、または基地局（例えば基地局１１４ａ）から信号を受信す
るように構成することができる。例えば一実施形態では、送信／受信要素１２２は、ＲＦ
信号を送信および／または受信するように構成されたアンテナであってもよい。他の実施
形態では、送信／受信要素１２２は、例えばＩＲ光信号、ＵＶ光信号または可視光信号を
送信および／または受信するように構成された放出器／検出器であってもよい。さらに他
の実施形態では、送信／受信要素１２２は、ＲＦ信号および光信号の両方を送信し、受信
するように構成することができる。送信／受信要素１２２は、任意の組合せのワイヤレス
信号を送信および／または受信するように構成することができることは理解されよう。
【００２２】
　さらに、送信／受信要素１２２は、図１Ｂには単一要素として示されているが、ＷＴＲ
Ｕ１０２は、任意の数の送信／受信要素１２２を含むことができる。より詳細には、ＷＴ
ＲＵ１０２はＭＩＭＯ技術を使用することができる。したがって一実施形態では、ＷＴＲ
Ｕ１０２は、エアインタフェース１１６を介してワイヤレス信号を送信し、受信するため
の複数の送信／受信要素１２２（例えば複数のアンテナ）を含むことができる。
【００２３】
　トランシーバ１２０は、送信／受信要素１２２によって送信される信号を変調し、送信
／受信要素１２２によって受信される信号を復調するように構成することができる。上で
言及したように、ＷＴＲＵ１０２は多モード機能を有することができる。したがってトラ
ンシーバ１２０は複数のトランシーバを含むことができ、それによりＷＴＲＵ１０２は、
例えばＵＴＲＡおよびＩＥＥＥ８０２．１１などの複数のＲＡＴを介して通信することが
できる。
【００２４】
　ＷＴＲＵ１０２のプロセッサ１１８は、スピーカ／マイクロホン１２４、キーパッド１
２６および／またはディスプレイ／タッチパッド１２８（例えば液晶ディスプレイ（ＬＣ
Ｄ）表示ユニットまたは有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）表示ユニット）にアソシエーシ
ョンすることができ、これらからユーザ入力データを受け取ることができる。また、プロ
セッサ１１８は、スピーカ／マイクロホン１２４、キーパッド１２６および／またはディ
スプレイ／タッチパッド１２８にユーザデータを出力することも可能である。さらに、プ
ロセッサ１１８は、非取外し式メモリ１０６および／または取外し式メモリ１３２などの
任意のタイプの適切なメモリからの情報にアクセスし、また、これらのメモリにデータを
記憶することも可能である。非取外し式メモリ１０６は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡ
Ｍ）、リードオンリメモリ（ＲＯＭ）、ハードディスクまたは任意の他のタイプのメモリ
記憶装置を含むことができる。取外し式メモリ１３２は、加入者識別モジュール（ＳＩＭ
）カード、メモリスティック、およびセキュアディジタル（ＳＤ）メモリカード等々を含
むことができる。他の実施形態では、プロセッサ１１８は、ＷＴＲＵ１０２上には物理的
に配置されていない、例えばサーバまたは家庭用コンピュータ（図示せず）上に配置され
ているメモリからの情報にアクセスし、また、これらのメモリにデータを記憶することが
できる。
【００２５】
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　プロセッサ１１８は、電源１３４から電力を受け取ることができ、また、ＷＴＲＵ１０
２内の他の構成要素に電力を配電し、および／またはこれらの構成要素への電力を制御す
るように構成することができる。電源１３４は、ＷＴＲＵ１０２に電力を供給するための
任意の適切なデバイスであってもよい。例えば電源１３４は、１つまたは複数の乾電池バ
ッテリ（例えばニッケルカドミウム（ＮｉＣｄ）、ニッケル亜鉛（ＮｉＺｎ）、ニッケル
金属水素化物（ＮｉＭＨ）、リチウムイオン（Ｌｉ－ｉｏｎ）等々）、太陽電池、および
燃料電池等々を含むことができる。
【００２６】
　また、プロセッサ１１８は、ＷＴＲＵ１０２の現在位置に関する位置情報（例えば経度
および緯度）をもたらすように構成することができるＧＰＳチップセット１３６にアソシ
エーションすることも可能である。ＷＴＲＵ１０２は、ＧＰＳチップセット１３６からの
情報に加えて、あるいはこの情報の代わりに、基地局（例えば基地局１１４ａ、１１４ｂ
）からエアインタフェース１１６を介して位置情報を受け取り、および／または複数の近
傍の基地局から受け取る信号のタイミングに基づいて、その位置を決定することも可能で
ある。ＷＴＲＵ１０２は、一実施形態に矛盾することなく、任意の適切な位置決定方法に
よって位置情報を獲得することができることは理解されよう。
【００２７】
　プロセッサ１１８は、追加の特徴、機能および／または有線接続性もしくはワイヤレス
接続性をもたらす１つまたは複数のソフトウェアモジュールおよび／またはハードウェア
モジュールを含むことができる他の周辺装置１３８にさらにアソシエーションすることが
できる。例えば周辺装置１３８は、加速度計、電子コンパス、衛星トランシーバ、ディジ
タルカメラ（写真またはビデオのための）、ユニバーサルシリアルバス（ＵＳＢ）ポート
、振動デバイス、テレビジョントランシーバ、ハンドフリーヘッドセット、ブルートゥー
ス（登録商標）モジュール、周波数変調（ＦＭ）無線ユニット、ディジタル音楽プレーヤ
、メディアプレーヤ、ビデオゲームプレーヤモジュール、およびインターネットブラウザ
等々を含むことができる。
【００２８】
　図１Ｃは、一実施形態によるＲＡＮ１０４およびコアネットワーク１０６のシステム図
である。上で言及したように、ＲＡＮ１０４は、エアインタフェース１１６を介してＷＴ
ＲＵ１０２ａ、１０２ｂおよび１０２ｃと通信するためにＵＴＲＡ無線技術を使用するこ
とができる。また、ＲＡＮ１０４は、コアネットワーク１０６と通信することも可能であ
る。図１Ｃに示されているように、ＲＡＮ１０４は、エアインタフェース１１６を介して
ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通信するための１つまたは複数のトランシーバ
を個々に含むことができるＮｏｄｅ－Ｂ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃを含むことができ
る。Ｎｏｄｅ－Ｂ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃは、それぞれＲＡＮ１０４内の特定のセ
ル（図示せず）にアソシエーションすることができる。また、ＲＡＮ１０４はＲＮＣ１４
２ａ、１４２ｂを含むことも可能である。ＲＡＮ１０４は、一実施形態に矛盾することな
く、任意の数のＮｏｄｅ－ＢおよびＲＮＣを含むことができることは理解されよう。
【００２９】
　図１Ｃに示されているように、Ｎｏｄｅ－Ｂ１４０ａ、１４０ｂはＲＮＣ１４２ａと通
信することができる。さらに、Ｎｏｄｅ－Ｂ１４０ｃはＲＮＣ１４２ｂと通信することが
できる。Ｎｏｄｅ－Ｂ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃは、Ｉｕｂインタフェースを介して
それぞれＲＮＣ１４２ａ、１４２ｂと通信することができる。ＲＮＣ１４２ａ、１４２ｂ
は、Ｉｕｒインタフェースを介して互いに通信することができる。ＲＮＣ１４２ａ、１４
２ｂの各々は、これらのＲＮＣが接続される対応する個々のＮｏｄｅ－Ｂ１４０ａ、１４
０ｂ、１４０ｃを制御するように構成することができる。さらに、ＲＮＣ１４２ａ、１４
２ｂの各々は、外部ループ電力制御、負荷制御、承認制御、パケットスケジューリング、
ハンドオーバ制御、マクロダイバーシティ、安全保護機能、およびデータ暗号化等々の他
の機能を実施する、またはサポートするように構成することができる。
【００３０】
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　図１Ｃに示されているコアネットワーク１０６は、メディアゲートウェイ（ＭＧＷ）１
４４、移動交換センタ（ＭＳＣ）１４６、サービングＧＰＲＳサポートノード（ＳＧＳＮ
）１４８および／またはゲートウェイＧＰＲＳサポートノード（ＧＧＳＮ）１５０を含む
ことができる。上記要素の各々はコアネットワーク１０６の一部として示されているが、
コアネットワークオペレータ以外の実体がこれらの要素のうちの任意の１つを所有し、か
つ／または動作させることができることは理解されよう。
【００３１】
　ＲＡＮ１０４内のＲＮＣ１４２ａは、ＩｕＣＳインタフェースを介してコアネットワー
ク１０６内のＭＳＣ１４６に接続することができる。ＭＳＣ１４６はＭＧＷ１４４に接続
することができる。ＭＳＣ１４６およびＭＧＷ１４４は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、
１０２ｃと従来の陸線通信デバイスとの間の通信を容易にするために、ＷＴＲＵ１０２ａ
、１０２ｂ、１０２ｃにＰＳＴＮ１０８などの回線交換網へのアクセスを提供することが
できる。
【００３２】
　また、ＲＡＮ１０４内のＲＮＣ１４２ａは、ＩｕＰＳインタフェースを介してコアネッ
トワーク１０６内のＳＧＳＮ１４８に接続することも可能である。ＳＧＳＮ１４８はＧＧ
ＳＮ１５０に接続することができる。ＳＧＳＮ１４８およびＧＧＳＮ１５０は、ＷＴＲＵ
１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと、ＩＰによってイネーブルされるデバイスとの間の通信
を容易にするために、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃにインターネット１１０な
どのパケット交換網へのアクセスを提供することができる。
【００３３】
　上で言及したように、コアネットワーク１０６は、他のサービスプロバイダによって所
有され、かつ／または操作される他の有線ネットワークまたはワイヤレスネットワークを
含むことができるネットワーク１１２に接続することも可能である。
【００３４】
　図２は、複数のＰＡＮを含むネットワーク２００の一例を示したものである。ネットワ
ーク２００は木構造で示されており、クラスタ木と見なすことができる。ネットワーク２
００は、コーディネータとして動作することができる全機能デバイス（ＦＦＤ）、および
コーディネータとして作用することができない縮小機能デバイス（ＲＦＤ）を含む。ネッ
トワーク２００はネットワークコーディネータ２０２を含む。また、ネットワーク２００
は、同じくＰＡＮコーディネータ２０４を含む。これらのＰＡＮコーディネータ２０４の
うちのいくつかは、ネットワークコーディネータ２０２と直接通信している。これらのＰ
ＡＮコーディネータ２０４のうちの１つは、他のＰＡＮコーディネータ２０４のうちの１
つを介してネットワークコーディネータ２０２と間接的に通信することができる。また、
図２には、同じく非コーディネータＦＦＤ２０６およびＲＦＤ２０８が示されている。非
コーディネータＦＦＤ２０６およびＲＦＤ２０８は、ネットワークコーディネータ２０２
と直接通信することができる、またはＰＡＮコーディネータ２０４と通信することができ
る。クラスタリンク２１０は、ネットワークコーディネータ２０２とＰＡＮコーディネー
タ２０４の間に示されている。また、クラスタリンク２１０は、ＰＡＮコーディネータ２
０４間の通信リンクとしても示されている。葉リンク２１２は、非コーディネータＦＦＤ
２０６とネットワークコーディネータ２０２の間、ならびに非コーディネータＦＦＤ２０
６とＰＡＮコーディネータ２０４の間の通信リンクとして示されている。また、葉リンク
２１２は、ＲＦＤ２０８とネットワークコーディネータ２０２の間、ならびにＲＦＤ２０
８とＰＡＮコーディネータ２０４の間の通信リンクとしても示されている。
【００３５】
　通常のＰＡＮコーディネータは、本明細書において説明されているコンバージドコーデ
ィネータを備えた構成可能なネットワークアーキテクチャを使用することによって解決す
ることができる多くの弱点を有している。例えばセンサネットワークを介した、転送速度
に敏感な多重媒体アプリケーションの場合、従来のＰＡＮコーディネータによってサポー
トされる最大データ転送速度が場合によっては遅すぎるため、より速いデータ転送速度が
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必要になることがある。転送速度に鈍感なアプリケーションの場合、稠密センサネットワ
ーク内に極めて多数のデバイスが依然として存在している可能性があり、これらのすべて
のデバイスによって生成される総通信量は、従来のＰＡＮコーディネータによって適応す
るには場合によっては多すぎる。さらに、従来のＰＡＮコーディネータによっては、連携
および相互ＰＡＮ最適化は得られない。最後に、従来のＰＡＮコーディネータは無線イン
タフェースを１つしか有していないため、無線インタフェースにおける単一点の故障は、
ネットワーク全体の信頼性を危うくすることになる。
【００３６】
　上で識別した弱点の理由から、本明細書においては、従来のコーディネータが抱えてい
る問題を解決する単一のコンバージドコーディネータを備えた構成可能なネットワークア
ーキテクチャについて説明する。単なる例示的目的のためにすぎないが、本開示の様々な
実施形態を示すために、ＰＡＮアーキテクチャについて詳細に説明する。しかしながら、
本明細書において説明されている概念は、任意の有線ネットワークまたはワイヤレスネッ
トワークに適用することができることは当業者には認識されよう。さらに、あるチャネル
から他のチャネルへのデバイスの移動、または複数のＰＡＮネットワークが存在している
場合、あるＰＡＮネットワークから他のＰＡＮネットワークへのデバイスの移動を許容す
るチャネル切換え方法について説明する。ＰＡＮコーディネータまたはコンバージドコー
ディネータは、ＰＡＮネットワーク情報を周期的に共通のコーディネータにばら撒くこと
ができる。例えばネットワーク情報は、ＰＡＮ　ＩＤとチャネル周波数の間のマッピング
を含むことができる。次に、共通のコーディネータまたは他のデバイスは、そのネットワ
ーク情報に基づいて他のデバイスのチャネル切換えを補助することができる。
【００３７】
　より詳細には、構成可能なアーキテクチャおよびコンバージドコーディネータは、ネッ
トワークデバイス調整を改善する以下の特徴を有することができる。コンバージドコーデ
ィネータは、複数の無線インタフェースすなわち無線トランシーバを有することができる
。コンバージドコーディネータは、これらの複数の無線インタフェースにより、同じチャ
ネル周波数または異なるチャネル周波数で動作する１つまたは複数の並列ＰＡＮを制御す
ることができる。特定のデバイスは、１つの無線インタフェースのみを有することができ
、また、任意のＰＡＮネットワークをアソシエーションすることができる（また、任意の
ＰＡＮネットワークに切り換えることができる）。また、コンバージドコーディネータは
、少なくとも１つの無線インタフェースが適切に動作していることを条件として、１つま
たは複数の無線インタフェースの電力をオフにすることも可能である。したがってエネル
ギー消費を低減することができる。現在アクティブの無線インタフェースが１つしか存在
していない場合、コンバージドコーディネータは、任意選択で典型的な従来のＰＡＮコー
ディネータとして機能することができる。コンバージドコーディネータは強化された能力
を有することができ、それにより強化された知能を介して複数の並列ＰＡＮを制御し、管
理することができる。また、コンバージドコーディネータを使用して、１つのアプリケー
ションまたは複数のアプリケーションを同時にサポートすることも可能である。複数のア
プリケーションの場合、コンバージドコーディネータは、これらのアプリケーションの潜
在的な特徴および依存性を利用して、典型的なＰＡＮコーディネータに優る追加利点を達
成することができる。
【００３８】
　コンバージドコーディネータおよびネットワークは、いくつかのチャネル切換えアルゴ
リズムを使用することができる。とりわけ能動チャネル切換え手順、受動チャネル切換え
手順およびグループをベースとするチャネル切換え手順について説明する。能動チャネル
切換えは、デバイス自身によってトリガされるチャネル切換えであってもよい。受動チャ
ネル切換えは、コーディネータによって部分的に、または完全にトリガされるチャネル切
換えであってもよい。グループをベースとするチャネル切換えは、コーディネータによっ
てトリガされるチャネル切換えであってもよく、また、このチャネル切換えを使用して、
１つのグループのデバイスのチャネルを同時に、またはほぼ同時に変更することができる
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。チャネル切換えを決定するために使用されるアルゴリズムは、異なるアプリケーション
シナリオに特化することができ、また、設計目的に依存していてもよい。
【００３９】
　提案されている構成可能なアーキテクチャおよびコンバージドコーディネータは、任意
の既存の通信規格によって動作することができる。例えばアーキテクチャおよびコンバー
ジドコーディネータは、ＷＰＡＮのための任意の通信規格によって動作することができる
。他の例として、ＩＥＥＥ８０２．１５．４は、ＷＰＡＮおよびセンサネットワークのた
めの共通の通信規格である。ＩＥＥＥ８０２．１５．４は、低電力低転送速度ＷＰＡＮの
ための物理層（ＰＨＹ）プロトコルおよび媒体アクセス制御（ＭＡＣ）層プロトコルを与
える。この例では、個々のＰＡＮネットワークは、単一のＩＥＥＥ８０２．１５．４無線
インタフェースを介して、最大２５０Ｋｂｐｓの最大データ転送速度でＰＡＮ全体を制御
し、管理するための単一のＰＡＮコーディネータを有することができる。しかしながら、
現在のＩＥＥＥ８０２．１５．４プロトコルの低データ転送速度は、場合によっては転送
速度に敏感なアプリケーションをサポートするためのボトルネックである。
【００４０】
　構成可能なアーキテクチャおよびコンバージドコーディネータの一例では、構成可能な
アーキテクチャおよびコンバージドコーディネータは、ＩＥＥＥ８０２．１５．４規格を
使用してネットワークと通信することができる。一例として、ＩＥＥＥ８０２．１５．４
デバイスは、デバイスを修正することなく使用することができる。しかしながら、いくつ
かの変更を典型的なＰＡＮコーディネータに加えることも可能であり、また、標準のＰＡ
Ｎコーディネータを本明細書において説明されているコンバージドコーディネータに置換
することも可能である。したがってこれらの変更は、他のデバイスと通信するための標準
ＩＥＥＥ８０２．１５．４プロトコルを依然として使用することができるコンバージドコ
ーディネータの場合にのみ適用することができる。したがってコンバージドコーディネー
タは、任意の標準ＩＥＥＥ８０２．１５．４デバイスと通信することができ、また、その
逆に任意の標準ＩＥＥＥ８０２．１５．４デバイスは、コンバージドコーディネータと通
信することができる。したがってコンバージドコーディネータは、ＩＥＥＥ８０２．１５
．４と両立すると見なすことができる。
【００４１】
　コンバージドコーディネータは、ＰＡＮ側通信のための任意の数の無線トランシーバを
有することができる。また、コンバージドコーディネータは、少なくとも１つの追加イン
タフェースを有することも可能である。この少なくとも１つの追加インタフェースを使用
して外部ネットワークと通信することができる。一例として、少なくとも１つの追加イン
タフェースは、コンバージドコーディネータとインターネットの間の通信をもたらすこと
ができる。Ｎ個の無線トランシーバを備えたコンバージドコーディネータは、ｉで示され
る無線トランシーバ毎にｆi（１≦ｉ≦Ｎ）になるような周波数を有することができる。
他の例として、ＩＥＥＥ８０２．１５．４が使用される場合、チャネル周波数は、任意の
サポートチャネルにマップすることができる。例えばチャネル周波数は、ＩＥＥＥ８０２
．１５．４で定義されている８００ＭＨｚ帯域、９００ＭＨｚ帯域または２４００ＭＨｚ
帯域のうちの任意の帯域のサポートチャネルであってもよい。コンバージドコーディネー
タは、利用可能なＮ個の無線トランシーバの各々を使用して、単一のＰＡＮ内の最大Ｎ個
のクラスタを公式化することができ、それによりＮ個のクラスタの各々は、同じＰＡＮ　
ＩＤを有することができる。同様に、コンバージドコーディネータは、最大Ｎ個の並列Ｐ
ＡＮネットワークを公式化することができ、それにより個々のＰＡＮネットワークは、異
なるＰＡＮ　ＩＤを有することができる。あるいは、または追加として、コンバージドコ
ーディネータは、上記の何らかの組合せを公式化することができ、それによりコンバージ
ドコーディネータは、同じＰＡＮ内のクラスタを少なくとも１つの並列ＰＡＮネットワー
クと共に公式化することができる。クラスタおよび／またはＰＡＮネットワークの各々は
、コンバージドコーディネータによって制御および管理することができる。コンバージド
コーディネータは、典型的なコーディネータより強力なノードであってもよい。したがっ
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てコンバージドコーディネータは、エンドデバイスおよび共通のコーディネータなどの他
のノードと比較すると、電源、記憶装置および計算装置の制限をより少なくすることがで
きる。他のデバイスおよび共通のコーディネータを依然として存在させることができ、コ
ンバージドコーディネータと共同して使用することができる。他のデバイスおよび共通の
コーディネータは、資源制約されていてもよく、また、１つの無線トランシーバのみを有
することができる。
【００４２】
　所与の時間に、コンバージドコーディネータ内の個々の無線トランシーバは、動作モー
ドまたはスリーピングモードのいずれのモードであってもよい。コンバージドコーディネ
ータは、個々の無線トランシーバが動作モードであるか、またはスリーピングモードであ
るかどうかを決定することができる。動作モードの個々の無線トランシーバは、同じ周波
数を使用することも、異なる周波数を使用することも、または同じ周波数もしくは異なる
周波数の何らかの組合せを使用することも可能である。複数の無線トランシーバが同じ周
波数を使用するように構成されている場合、単一入力複数出力（ＳＩＭＯ）をコンバージ
ドコーディネータに使用することができる。あるいは、または追加として、コンバージド
コーディネータの制御下で、複数入力単一出力（ＭＩＳＯ）をデバイスおよび／または共
通のコーディネータに使用することも可能である。ＳＩＭＯおよび／またはＭＩＳＯを使
用することにより、信号品質を改善することができる。動作モードのＭ≦Ｎ個の無線トラ
ンシーバがコンバージドコーディネータに存在し、それぞれ異なる周波数を使用している
場合、これは、Ｍ個のクラスタまたはＭ個の並列ＰＡＮネットワークと呼ぶことができる
。
【００４３】
　図３Ａおよび３Ｂは、様々なＰＡＮおよび／またはクラスタにアソシエーションされる
デバイスを調整するコンバージドコーディネータの例を示したものである。図３Ａは、複
数のクラスタを備えた単一のＰＡＮネットワークを調整するコンバージドコーディネータ
の一例３００を示したものである。コンバージドコーディネータ３０２は、ＰＡＮ３０４
で示されている単一のＰＡＮと通信することができ、また、その単一のＰＡＮを調整する
ことができる。また、図に示されているコンバージドコーディネータ３０２は、インター
ネット３０６と通信している。また、コンバージドコーディネータ３０２は、少なくとも
１つの他のネットワークまたはデバイスと通信するための少なくとも１つの追加無線トラ
ンシーバすなわち追加無線インタフェース（図示せず）を有することも可能である。コン
バージドコーディネータ３０２は、任意の数の無線トランシーバ３０８1～３０８nを有す
ることができる。ＰＡＮ３０４は、クラスタ１　３１０、クラスタ２　３１２およびクラ
スタ３　３１４の３つのクラスタを含むことができる。また、ＰＡＮは、図示されていな
い１つまたは複数の追加クラスタを含むことも可能である。
【００４４】
　コンバージドコーディネータ３０２は、コンバージドコーディネータ３０２に位置して
いる１つまたは複数の無線トランシーバ３０８1～３０８nを介してＰＡＮ３０４の個々の
クラスタ３１０、３１２、３１４と通信することができる。一例として、無線トランシー
バ３０８1～３０８nのうちの１つを使用して個々のクラスタ３１０、３１２、３１４と通
信することができる。他の例として、無線トランシーバ３０８1～３０８nの各々は、異な
る周波数で個々のクラスタ３１０、３１２、３１４と通信することができる。
【００４５】
　クラスタ１　３１０は、任意の数のデバイス３２０1～３２０nを含むことができる。図
に示されている例では、クラスタ１　３１０のデバイス３２０1～３２０nの各々は、第１
の周波数ｆ1に同調させることができる。また、この例では、クラスタ１　３１０のデバ
イス３２０1～３２０nの各々は、１つの無線トランシーバ３０８1を介してコンバージド
コーディネータ３０２と通信することができる。クラスタ２　３１２は、任意の数のデバ
イス３２２1～３２２nを含むことができる。図に示されている例では、クラスタ２　３１
２のデバイス３２２1～３２２nの各々は、第２の周波数ｆ2に同調させることができる。
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また、この例では、クラスタ２　３１２のデバイス３２２1～３２２nの各々は、１つの無
線トランシーバ３０８2を介してコンバージドコーディネータ３０２と通信することがで
きる。クラスタ３　３１４は、任意の数のデバイス３２４1～３２４nを含むことができる
。図に示されている例では、クラスタ３　３１４のデバイス３２４1～３２４nの各々は、
第３の周波数ｆ3に同調させることができる。また、この例では、クラスタ３　３１４の
デバイス３２４1～３２４nの各々は、１つの無線トランシーバ３０８nを介してコンバー
ジドコーディネータ３０２と通信することができる。
【００４６】
　図３Ｂは、複数のＰＡＮネットワークを調整するコンバージドコーディネータの一例３
５０を示したものである。コンバージドコーディネータ３０２は、異なるＰＡＮ３３０、
３３２、３３４と通信することができ、また、それらのＰＡＮを調整することができる。
一例として、図３Ｂには、ＰＡＮ１　３３０、ＰＡＮ２　３３２およびＰＡＮ３　３３４
の３つのＰＡＮが示されている。また、図に示されているコンバージドコーディネータ３
０２は、インターネット３０６と通信している。また、コンバージドコーディネータ３０
２は、少なくとも１つの他のネットワークまたはデバイスと通信するための少なくとも１
つの追加無線トランシーバすなわち追加無線インタフェース（図示せず）を有することも
可能である。コンバージドコーディネータ３０２は、任意の数の無線トランシーバ３０８

1～３０８nを有することができる。また、個々のＰＡＮ３３０、３３２、３３４は、図示
されていない１つまたは複数の追加クラスタを含むことも可能である。コンバージドコー
ディネータ３０２は、任意の数のＰＡＮまたはクラスタを調整することができるが、これ
らは例示的目的のため、図には示されていない。
【００４７】
　コンバージドコーディネータ３０２は、コンバージドコーディネータ３０２に位置して
いる１つまたは複数の無線トランシーバ３０８1～３０８nを介して個々のＰＡＮ３３０、
３３２、３３４と通信することができる。一例として、無線トランシーバ３０８1～３０
８nのうちの１つを使用して個々のＰＡＮ３３０、３３２、３３４と通信することができ
る。他の例として、無線トランシーバ３０８1～３０８nの各々は、異なる周波数で個々の
ＰＡＮ３３０、３３２、３３４と通信することができる。
【００４８】
　ＰＡＮ１　３３０は、任意の数のデバイス３４０1～３４０nを含むことができる。図に
示されている例では、ＰＡＮ１　３３０のデバイス３４０1～３４０nの各々は、第１の周
波数ｆ1に同調させることができる。また、この例では、ＰＡＮ１　３３０のデバイス３
４０1～３４０nの各々は、１つの無線トランシーバ３０８1を介してコンバージドコーデ
ィネータ３０２と通信することができる。ＰＡＮ２　３３２は、任意の数のデバイス３４
２1～３４２nを含むことができる。図に示されている例では、ＰＡＮ２　３３２のデバイ
ス３４２1～３４２nの各々は、第２の周波数ｆ2に同調させることができる。また、この
例では、ＰＡＮ２　３３２のデバイス３４２1～３４２nの各々は、１つの無線トランシー
バ３０８2を介してコンバージドコーディネータ３０２と通信することができる。ＰＡＮ
３　３３４は、任意の数のデバイス３４４1～３４４nを含むことができる。図に示されて
いる例では、ＰＡＮ３　３３４のデバイス３４４1～３４４nの各々は、第３の周波数ｆ3

に同調させることができる。また、この例では、ＰＡＮ３　３３４のデバイス３４４1～
３４４nの各々は、１つの無線トランシーバ３０８nを介してコンバージドコーディネータ
３０２と通信することができる。
【００４９】
　図４は、コンバージドコーディネータ４０２のアーキテクチャ４００の一例を示したも
のである。コンバージドコーディネータ４０２は、任意の数のＰＡＮ側無線トランシーバ
４０４1～４０４nを含むことができる。また、コンバージドコーディネータ４０２はスケ
ジューラ４０６を含むことも可能である。コンバージドコーディネータ４０２は、典型的
なＰＡＮコーディネータとは異なり、複数のＰＡＮ側無線トランシーバ４０４1～４０４n

を有することができるため、スケジューラ４０６を使用することができる。スケジューラ
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４０６は、１つまたは複数のクラスタ／ＰＡＮ４０８1～４０８n毎に、ＰＡＮ側無線トラ
ンシーバ４０４1～４０４nの各々から情報を収集することができる。クラスタ／ＰＡＮ４
０８1～４０８n毎に収集される情報は、例えば通信量負荷および／または関連するデバイ
スの数を含むことができる。スケジューラ４０６は、以下の機能のうちの１つまたは複数
を実施することができる。スケジューラ４０６は、特定の周波数またはチャネルにおいて
トランシーバを開くことができ、トランシーバを閉じることができ、アクティブトランシ
ーバの周波数を変更することができ、デバイスにその周波数を変更するように、および／
または他のＰＡＮまたはクラスタに切り換えるように命令することができ、デバイスデュ
ーティサイクルスケジュールを変更することができ、および／またはスリープ状態になる
ようにデバイスに送信する、あるいは命令することができる。また、スケジューラ４０６
は、関連するすべてのデバイスに関連する情報を含むことができる中央レジストラ４１０
を維持することも可能である。例えば中央レジストラ４１０は、ＰＡＮまたはクラスタの
数のカウントを維持することができる。中央レジストラ４１０は、ＰＡＮまたはクラスタ
毎に、個々のＰＡＮ／クラスタの動作周波数、個々のＰＡＮ／クラスタに割り当てられて
いるトランシーバ、個々のＰＡＮ／クラスタの無線品質、個々のＰＡＮ／クラスタのＭＡ
Ｃプロトコル、個々のＰＡＮ／クラスタの通信量予測（通信量負荷、パケット損失比率、
および／もしくは遅延等々を含むことができる）、ならびに／または個々のＰＡＮ／クラ
スタに関連するデバイスのうちの１つまたは複数を維持することができる。さらに、例え
ばデバイス毎に、残留エネルギー情報、生成される通信量情報、位置情報、デバイスにお
いて実行されるサービスおよび／またはアプリケーション情報、および／またはデバイス
デューティサイクル情報を維持することができる。クラスタ／ＰＡＮ４０８1～４０８nお
よび中央レジストラ４１０に含まれている情報に基づいて、スケジューラ４０６は、開く
クラスタまたはＰＡＮの数に関する決定を実施することができる。また、スケジューラ４
０６は、クラスタまたはＰＡＮのための時限配置に関する決定を実施することも可能であ
る。同様に、スケジューラ４０６は、所与の時間に使用する無線トランシーバの数を決定
することも可能である。また、スケジューラ４０６は、個々のデバイスを含むべき、およ
び／または個々のデバイスを接続すべきクラスタおよび／またはＰＡＮを決定することも
可能である。スケジューラ４０６は、例えばロードバランシング、輻輳制御、信頼性、隔
離および／または保護などの要因を考慮することができる。また、スケジューラ４０６は
、外部ネットワークへのインタフェース４１２へのＰＡＮ通信量の経路指定、または外部
ネットワークへのインタフェース４１２からのＰＡＮ通信量の経路指定を実施することも
可能である。また、スケジューラ４０６は、ＰＡＮ側無線トランシーバ４０４1～４０４n

の間でＰＡＮ通信量を経路指定することも可能である。
【００５０】
　図５は、コンバージドコーディネータのためのプロトコルスタック５００の一例を示し
たものである。プロトコルスタック５００は、上位層５０２を含むことができる。この上
位層５０２は、典型的なプロトコルスタックの他の上位層と同じ層であってもよい。コン
バージドコーディネータは、プロトコルスタック５００に２つの新しい層を導入すること
ができる。収束層５０４をプロトコルスタック５００に追加することができる。収束層５
０４は、アプリケーションと、コンバージドコーディネータによってサポートされる利用
可能な複数のＰＡＮネットワークとの間のマッピングを実施することができる。また、コ
ンバージドＭＡＣ５０６をプロトコルスタック５００に追加することも可能である。コン
バージドＭＡＣ５０６は、複数の無線トランシーバを共同して管理するために、１つの統
一されたＭＡＣプロトコルを使用することができる。制御平面では、コンバージドＭＡＣ
５０６は、最適化されたデバイスアソシエーションおよび位置決めを実施することができ
る。データ平面では、コンバージドＭＡＣ５０６は、例えば輻輳制御およびロードバラン
シングなどの相互ＰＡＮ最適化を実施することができる。図４に示されている、上で説明
したスケジューラ４０６は、収束層５０４およびコンバージドＭＡＣ５０６の両方にわた
って実施することができる。コンバージドＭＡＣ５０６は、例えばＩＥＥＥ８０２．１５
．４などの既存のＷＰＡＮ規格に基づいて設計することができる。また、コンバージドＭ
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ＡＣ５０６は、本明細書において説明されているコンバージドコーディネータの動作に基
づく新しい機能を含むことも可能である。また、コンバージドＭＡＣ５０６は、既存の規
格の拡張であってもよく、また、例えばＷＰＡＮ規格などの既存の規格に組み込むことも
可能である。また、プロトコルスタック５００は、既存のプロトコルスタックと同様、複
数の物理層（ＰＨＹ）５０８1～５０８nを含むことも可能である。
【００５１】
　本明細書において説明されているコンバージドコーディネータによれば、デバイスを任
意のクラスタおよび／または並列ＰＡＮネットワークにアソシエーションすることができ
る。コンバージドコーディネータによれば、複数のクラスタおよび／または複数のＰＡＮ
ネットワークの間でデバイスを切り換えることができる、またはこれらの間でデバイスを
移動させることができる。この切換えまたは移動は、ネットワーク状態、ならびに例えば
輻輳制御、ロードバランシング、隔離、保護、信頼性、サービス差別および／または妨害
管理などの特定の設計目標に基づくことができる。したがって個々のクラスタおよび／ま
たはＰＡＮネットワークの特性を相俟って考慮することにより、相互クラスタ最適化また
は相互ＰＡＮ最適化を実施することができる。デバイスの切換えまたは移動のために考慮
される特性は、例えばリンク特性、ノード特性およびネットワーク特性を含むことができ
る。例えばデバイスおよび／またはコーディネータは、上で説明した特性、状態または設
計目標のいずれかに関連する統計量を収集することができる。統計量は、例えばパケット
引渡し率および／またはチャネルクリアアセスメント（ＣＣＡ）故障を含むことができる
。これらの統計量はコンバージドコーディネータに送ることができ、それにより輻輳問題
および妨害問題を検出することができる。同様に、これらの統計量は、チャネルを切り換
えるためのコンバージドコーディネータからの要求を許可するために、デバイスまたはコ
ーディネータ（またはデバイスおよびコーディネータの任意の組合せ）が使用することも
可能である。これにより、コンバージドコーディネータは、例えばより速いオーバザエア
ソフトウェア管理、ロードバランシング、および信頼性等々の利点を付与することができ
る。以下は、本明細書において説明されているコンバージドコーディネータを介した輻輳
制御の例である。
【００５２】
　図６Ａおよび６Ｂは、コンバージドコーディネータによって実施される輻輳制御の一例
を示したものである。図６Ａは、チャネルを切り換える前のネットワークの一例６００を
示したものである。上で詳細に説明した図３Ｂと同様、図６Ａには、インターネット６０
６および複数のＰＡＮ６３０、６３２、６３４と通信しているコンバージドコーディネー
タ６０２が示されている。
【００５３】
　コンバージドコーディネータ６０２は、ＰＡＮ６３０、６３２、６３４の各々を調整す
ることができる。一例として、図６Ａには、ＰＡＮ１　６３０、ＰＡＮ２　６３２および
ＰＡＮ３　６３４の３つのＰＡＮが示されている。また、図に示されているコンバージド
コーディネータ６０２は、インターネット６０６と通信している。また、コンバージドコ
ーディネータ６０２は、少なくとも１つの他のネットワークまたはデバイスと通信するた
めの少なくとも１つの追加無線トランシーバすなわち追加無線インタフェース（図示せず
）を有することも可能である。コンバージドコーディネータ６０２は、任意の数の無線ト
ランシーバ６０８1～６０８nを有することができる。また、個々のＰＡＮ６３０、６３２
、６３４は、図示されていない１つまたは複数の追加クラスタを含むことも可能である。
コンバージドコーディネータ６０２は、任意の数のＰＡＮまたはクラスタを調整すること
ができるが、これらは例示的目的のため、図には示されていない。
【００５４】
　コンバージドコーディネータ６０２は、コンバージドコーディネータ６０２に位置して
いる１つまたは複数の無線トランシーバ６０８1～６０８nを介して個々のＰＡＮ６３０、
６３２、６３４と通信することができる。一例として、無線トランシーバ６０８1～６０
８nのうちの１つを使用して個々のＰＡＮ６３０、６３２、６３４と通信することができ
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る。他の例として、無線トランシーバ６０８1～６０８nの各々は、異なる周波数で個々の
ＰＡＮ６３０、６３２、６３４と通信することができる。
【００５５】
　ＰＡＮ１　６３０は、任意の数のデバイス６４０1～６４０nを含むことができる。図に
示されている例では、ＰＡＮ１　６３０のデバイス６４０1～６４０nの各々は、第１の周
波数ｆ1に同調させることができる。また、この例では、ＰＡＮ１　６３０のデバイス６
４０1～６４０nの各々は、１つの無線トランシーバ６０８1を介してコンバージドコーデ
ィネータ６０２と通信することができる。ＰＡＮ２　６３２は、任意の数のデバイス６４
２1～６４２nを含むことができる。図に示されている例では、ＰＡＮ２　６３２のデバイ
ス６４２1～６４２nの各々は、第２の周波数ｆ2に同調させることができる。また、この
例では、ＰＡＮ２　６３２のデバイス６４２1～６４２nの各々は、１つの無線トランシー
バ３０８2を介してコンバージドコーディネータ６０２と通信することができる。ＰＡＮ
３　６３４は、任意の数のデバイス６４４1～６４４nを含むことができる。図に示されて
いる例では、ＰＡＮ３　６４４のデバイス６４４1～６４４nの各々は、第３の周波数ｆ3

に同調させることができる。また、この例では、ＰＡＮ３　６３４のデバイス６４４1～
６４４nの各々は、１つの無線トランシーバ６０８nを介してコンバージドコーディネータ
６０２と通信することができる。
【００５６】
　図６Ａには、ＰＡＮ２　６３２のデバイス６４２1～６４２nのうちの３つが、デバイス
Ａ　６５０、デバイスＢ　６５２およびデバイスＣ　６５４として示されている。この例
では、デバイスＡ　６５０、デバイスＢ　６５２およびデバイスＣ　６５４は使用中であ
る可能性があり、ＰＡＮ２　６３２の通信量負荷の増加の原因になっている可能性がある
。これらの３つのすべてのデバイスはＰＡＮ２　６３２にアソシエーションされているた
め、ＰＡＮ２　６３２は、その大きい通信量負荷のために輻輳に遭遇する可能性がある。
したがって場合によってはコンバージドコーディネータ６０２をデバイスＡ　６５０、デ
バイスＢ　６５２またはデバイスＣ　６５４のうちの１つまたは複数をＰＡＮ１　６３０
またはＰＡＮ３　６３４のいずれかに切り換えることが望ましい。
【００５７】
　図６Ｂは、チャネル切換えが実施された後のネットワークの一例６６０を示したもので
ある。コンバージドコーディネータ６０２、インターネット６０６および３つのＰＡＮ６
３０、６３２、６３４は、図６Ａに関連して詳細に説明した要素と同様の要素である。図
６Ｂでは、デバイスＡ　６５０をＰＡＮ１　６３０に切り換える、またはＰＡＮ１　６３
０へ移動させることができる。同様に、デバイスＣ　６５４をＰＡＮ３　６３４に切り換
える、またはＰＡＮ３　６３４へ移動させることができる。デバイスＢ　６５２はＰＡＮ
２　６３２内を維持することができる。したがって通信量が多いデバイスであるデバイス
Ａ　６５０、デバイスＢ　６５２およびデバイスＣ　６５４は、現在はそれぞれ異なるＰ
ＡＮに存在させることができる。上で詳細に説明したように、切換えまたは移動は、コン
バージドコーディネータ６０２によって実施することができる。コンバージドコーディネ
ータ６０２は、これらのデバイスを独立して切り換える、または移動させることを決定す
ることができる。コンバージドコーディネータ６０２は、この決定を本明細書において説
明されている任意の状態、設計目標または戦略に基づいて実施することができる。あるい
は、または追加として、任意のＰＡＮまたは任意のデバイスのコーディネータは、切換え
または移動を要求することができる。
【００５８】
　また、この例で使用されているＰＡＮの各々は、単一のＰＡＮ内のクラスタであっても
よいことは当業者には認識されよう。さらに、任意の数のＰＡＮおよび／またはクラスタ
を使用することができ、また、本明細書において使用されている特定の数は、単なる例示
的目的のためにすぎないことは当業者には認識されよう。
【００５９】
　チャネル切換えは、能動チャネル切換えまたは受動チャネル切換えのいずれかを介して
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実施することができる。能動チャネル切換えは、特定のデバイスによってトリガすること
ができる。例えばデバイスは、その局所通信量および通過通信量を監視し、予測すること
ができる。他の例として、局所通信量および通過通信量を含むことができる総通信量が所
定の閾値を超え、また、潜在的輻輳が生じると、デバイスは他のＰＡＮまたはクラスタを
探求して移動することができる。例えばデバイスは、その周波数の変更および他のＰＡＮ
またはクラスタへのアソシエーションを試行することができる。同様に、現在のチャネル
が他の無線信号によって妨害されていることをデバイスが検知すると、デバイスは、その
チャネルを異なるチャネルに変更することができる。
【００６０】
　そのチャネルの変更を試行しているデバイスが「臨界点」である場合、そのデバイスと
共にすべての子デバイスもそれらの周波数を変更することができる。あるノードを除去す
ることによってネットワーク全体が解体されることになる場合、そのノードは、場合によ
ってはそのネットワークの臨界点である。したがって子デバイスの周波数を変更すること
により、これらのデバイスは、ネットワークセットアップに応じてＰＡＮコーディネータ
またはコンバージドコーディネータとの通信を維持することができる。これは、とりわけ
マルチホップメッシュトポロジーに適用することができる。有効な能動チャネル切換えを
可能にするために、デバイスは、利用可能なＰＡＮネットワーク（またはクラスタ）のリ
ストおよびそれらの関連する周波数を維持することができる。
【００６１】
　能動チャネル切換えは、２ステップ能動チャネル切換え（ＴＳＡＣＳ）または１ステッ
プ能動チャネル切換え（ＯＳＡＣＳ）のいずれかを介して実施することができる。図７お
よび８は、それぞれＴＳＡＣＳおよびＯＳＡＣＳの例を示したものである。
【００６２】
　図７は、２ステップ能動チャネル切換えを示す例示的なコールフロー図７００である。
図７には、コーディネータ７０２およびネットワークデバイス７０４が示されている。ネ
ットワークデバイス７０４は、コーディネータ７０２にディスアソシエーション通知７１
０を送ることができる。このディスアソシエーション通知７１０を使用して、ネットワー
クデバイス７０４が古いチャネルから新しいチャネルへの移動を望んでいることを示すこ
とができる。ディスアソシエーション通知７１０は、例えばディスアソシエーション理由
および／または所望のＰＡＮ　ＩＤを含むことができる。したがって所望のＰＡＮ　ＩＤ
は、ディスアソシエーション通知７１０を介してピギーバックすることができる。ネット
ワークデバイス７０４は、行先ＰＡＮ識別子フィールドとして現在のＰＡＮ　ＩＤを含む
ことができる。コーディネータ７０２アドレスは、行先アドレスフィールドに含むことが
できる。ディスアソシエーション通知７１０は古いチャネルを介して送信することができ
、これは、ディスアソシエーション通知７１０は、そのネットワークデバイス７０４がア
ソシエーションされている現在のネットワーク（チャネルを切り換える前のネットワーク
）を介して送ることができることを意味している。
【００６３】
　コーディネータ７０２は、ネットワークデバイス７０４に肯定応答７２０を送信するこ
とができる。肯定応答７２０は、ディスアソシエーション通知７１０に応答することがで
きる。肯定応答７２０は、例えばディスアソシエーション理由および／または認可された
ＰＡＮ　ＩＤを含むことができる。認可されたＰＡＮ　ＩＤは、ディスアソシエーション
通知７１０の中でネットワークデバイス７０４によって要求された所望のＰＡＮ　ＩＤで
あってもよい。また、認可されたＰＡＮ　ＩＤは、コーディネータ７０２が割り当てる他
のＰＡＮ　ＩＤであってもよい。肯定応答７２０は、古いチャネルを介して送信すること
ができる。
【００６４】
　ネットワークデバイス７０４は、コーディネータ７０２にアソシエーション要求７３０
を送信することができる。アソシエーション要求７３０は、肯定応答７２０に応答して送
ることができる。アソシエーション要求７３０は、新しいチャネルを使用して、新しいＰ
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ＡＮネットワークを介して送ることができる。新しいＰＡＮネットワークおよび新しいチ
ャネルは、肯定応答７２０の中に示されている認可されたＰＡＮ　ＩＤに対応することが
できる。コーディネータ７０２は、ネットワークデバイス７０４にアソシエーション応答
７４０を送信することができる。アソシエーション応答７４０は、アソシエーション要求
７３０に応答して送信することができる。
【００６５】
　上で説明したメッセージのメッセージ名称および順序は、単なる例示的目的のためにす
ぎないことは当業者には認識されよう。上で説明した信号発信の任意の組合せを、任意の
順序で実施することができる。さらに、図に示されているコーディネータは、コンバージ
ドコーディネータであっても、またはＰＡＮコーディネータであってもよい。いくつかの
例では、図に示されているコーディネータは、コンバージドコーディネータおよびＰＡＮ
コーディネータの両方への信号発信、またはこれらの両方のコーディネータからの信号発
信を表すことができる。したがって図に示されているコーディネータは、コンバージドコ
ーディネータおよび／またはＰＡＮコーディネータのいずれかまたは両方によって実施さ
れる信号発信を表すことができる。
【００６６】
　図８は、１ステップ能動チャネル切換え（ＯＳＡＣＳ）を示す例示的コールフロー図で
ある。図８には、コーディネータ８０２およびネットワークデバイス８０４が示されてい
る。ネットワークデバイス８０４は、コーディネータ８０２にアソシエーション要求８１
０を送信することができる。同様に、ネットワークデバイス８０４は、アソシエーション
要求８１０の代わりにディスアソシエーション通知を送信することも可能である。アソシ
エーション要求８１０（またはディスアソシエーション通知）は、新しいチャネルを介し
て送信することができる。したがってＯＳＡＣＳを使用することにより、ネットワークデ
バイス８０４は、ディスアソシエーション通知およびアソシエーション要求の両方の代わ
りに、１つのコマンドメッセージのみを送信することができる。アソシエーション要求８
１０（またはディスアソシエーション通知）は、古いＰＡＮに関連する情報をピギーバッ
クすることができる。この方法によれば、コーディネータ８０２は、ネットワークデバイ
ス８０４の出所に関する知識を得ることができる。
【００６７】
　コーディネータ８０２は、ネットワークデバイス８０４にアソシエーション応答８２０
を送信することができる。アソシエーション応答８２０は、アソシエーション要求８１０
に応答して送信することができる。アソシエーション応答８２０は、アソシエーション要
求８１０を送信するためにネットワークデバイス８０４によって使用された新しいチャネ
ルを介して送信することができる。アソシエーション応答８２０は、例えば認可されたＰ
ＡＮ　ＩＤを含むことができる。認可されたＰＡＮ　ＩＤは、ネットワークデバイス８０
４がアソシエーション要求８１０を送信するために使用した新しいチャネルに対応するＰ
ＡＮ　ＩＤであってもよい。また、認可されたＰＡＮ　ＩＤは、新しいチャネルが承認さ
れないことをコーディネータ８０２が決定した場合、異なるＰＡＮ　ＩＤであってもよい
。コーディネータ８０２は、ネットワークデバイス８０４に対して異なるチャネルを認可
することができ、また、アソシエーション応答８２０および認可されたＰＡＮ　ＩＤを介
してそのチャネルのネットワークデバイス８０４に通知することができる。コーディネー
タ８０２は、ネットワークデバイス８０４に認可されたチャネルを介して肯定応答を送信
するよう要求することができる。任意選択でネットワークデバイス８０４は、コーディネ
ータ８０２に肯定応答８３０を送信することができる。肯定応答８３０は、アソシエーシ
ョン応答８２０に応答して送信することができる。肯定応答８３０は、アソシエーション
応答８２０および認可されたＰＡＮ　ＩＤの中に示されている認可されたチャネルを介し
て送信することができる。
【００６８】
　上で説明したメッセージのメッセージ名称および順序は、単なる例示的目的のためにす
ぎないことは当業者には認識されよう。上で説明した信号発信の任意の組合せを、任意の
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順序で実施することができる。さらに、図に示されているコーディネータは、コンバージ
ドコーディネータであっても、またはＰＡＮコーディネータであってもよい。いくつかの
例では、図に示されているコーディネータは、コンバージドコーディネータおよびＰＡＮ
コーディネータの両方への信号発信、またはこれらの両方のコーディネータからの信号発
信を表すことができる。したがって図に示されているコーディネータは、コンバージドコ
ーディネータおよび／またはＰＡＮコーディネータのいずれかまたは両方によって実施さ
れる信号発信を表すことができる。
【００６９】
　また、チャネル切換えは、受動チャネル切換えを介して実施することも可能である。受
動チャネル切換えを使用することにより、ＰＡＮコーディネータまたはコンバージドコー
ディネータは、チャネル切換えをトリガすることができる。コーディネータは、ネットワ
ーク全体ならびに特定のＰＡＮを監視することができる。例えばＰＡＮ内に輻輳が生じる
、または輻輳が生じることが予測されると、コーディネータは、輻輳したＰＡＮからディ
スアソシエーションし、他のＰＡＮと再アソシエーションするよう、輻輳したＰＡＮ内の
１つまたは複数のデバイスに命令することができる。
【００７０】
　図９は、明示肯定応答コマンドを使用した受動チャネル切換えを示す例示的コールフロ
ー図９００である。図９には、コーディネータ９０２およびネットワークデバイス９０４
が含まれている。コーディネータ９０２は、ネットワークデバイス９０４を他のＰＡＮお
よび／またはチャネルに切り換えるべきか、あるいは他のＰＡＮおよび／またはチャネル
へ移動させるべきかを決定することができる。コーディネータ９０２は、ネットワークデ
バイス９０４にディスアソシエーション通知９１０を送信することができる。ディスアソ
シエーション通知９１０は、例えばディスアソシエーション理由および／または新しいＰ
ＡＮ　ＩＤを含むことができる。ディスアソシエーション通知９１０は、古いチャネルを
介して送信することができる。新しいＰＡＮ　ＩＤは、コーディネータ９０２がネットワ
ークデバイス９０４を切り換える、または移動させることを希望しているＰＡＮの識別で
あってもよい。
【００７１】
　ネットワークデバイス９０４は、コーディネータ９０２に肯定応答９２０を送信するこ
とができる。肯定応答９２０は、ディスアソシエーション通知９１０に応答して送信する
ことができる。肯定応答９２０は、古いチャネルを介して送信することができる。また、
ネットワークデバイス９０４は、コーディネータ９０２にアソシエーション要求９３０を
送信することも可能である。アソシエーション要求９３０は、新しいチャネルを介して送
信することができる。新しいチャネルは、ディスアソシエーション通知９１０および新し
いＰＡＮ　ＩＤに対応するチャネルであってもよい。コーディネータ９０２は、ネットワ
ークデバイス９０４にアソシエーション応答９４０を送信することができる。アソシエー
ション応答９４０は、肯定応答９２０および／またはアソシエーション要求９３０に応答
して送信することができる。アソシエーション応答９４０は、新しいチャネルを介して送
信することができる。
【００７２】
　上で説明したメッセージのメッセージ名称および順序は、単なる例示的目的のためにす
ぎないことは当業者には認識されよう。上で説明した信号発信の任意の組合せを、任意の
順序で実施することができる。さらに、図に示されているコーディネータは、コンバージ
ドコーディネータであっても、またはＰＡＮコーディネータであってもよい。いくつかの
例では、図に示されているコーディネータは、コンバージドコーディネータおよびＰＡＮ
コーディネータの両方への信号発信、またはこれらの両方のコーディネータからの信号発
信を表すことができる。したがって図に示されているコーディネータは、コンバージドコ
ーディネータおよび／またはＰＡＮコーディネータのいずれかまたは両方によって実施さ
れる信号発信を表すことができる。
【００７３】
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　図１０は、明示肯定応答コマンドを使用しない受動チャネル切換えを示す例示的コール
フロー図１０００である。図１０には、コーディネータ１００２およびネットワークデバ
イス１００４が含まれている。コーディネータ１００２は、ネットワークデバイス１００
４を他のＰＡＮおよび／またはチャネルに切り換えるべきか、あるいは他のＰＡＮおよび
／またはチャネルへ移動させるべきかを決定することができる。コーディネータ１００２
は、ネットワークデバイス１００４にディスアソシエーション通知１０１０を送信するこ
とができる。ディスアソシエーション通知１０１０は、例えばディスアソシエーション理
由および／または新しいＰＡＮ　ＩＤを含むことができる。ディスアソシエーション通知
１０１０は、古いチャネルを介して送信することができる。新しいＰＡＮ　ＩＤは、コー
ディネータ１００２がネットワークデバイス１００４を切り換える、または移動させるこ
とを希望しているＰＡＮの識別であってもよい。
【００７４】
　ネットワークデバイス１００４は、コーディネータ１００２にアソシエーション要求１
０３０を送信することができる。アソシエーション要求１０３０は、ディスアソシエーシ
ョン通知１０１０に応答して送信することができる。肯定応答は、アソシエーション要求
１０３０に組み込むことができる。したがってアソシエーション要求１０３０は、ディス
アソシエーション通知１０１０に対するアソシエーション要求および肯定応答の両方とし
て使用することができ、場合によっては個別の肯定応答メッセージをネットワークデバイ
ス１００４からコーディネータ１００２へ送信する必要はない。アソシエーション要求１
０３０は、新しいチャネルを介して送信することができる。新しいチャネルは、ディスア
ソシエーション通知１０１０および新しいＰＡＮ　ＩＤに対応するチャネルであってもよ
い。コーディネータ１００２は、ネットワークデバイス１００４にアソシエーション応答
１０４０を送信することができる。アソシエーション応答１０４０は、アソシエーション
要求１０３０に応答して送信することができる。アソシエーション応答１０４０は、新し
いチャネルを介して送信することができる。
【００７５】
　上で説明したメッセージのメッセージ名称および順序は、単なる例示的目的のためにす
ぎないことは当業者には認識されよう。上で説明した信号発信の任意の組合せを、任意の
順序で実施することができる。さらに、図に示されているコーディネータは、コンバージ
ドコーディネータであっても、またはＰＡＮコーディネータであってもよい。いくつかの
例では、図に示されているコーディネータは、コンバージドコーディネータおよびＰＡＮ
コーディネータの両方への信号発信、またはこれらの両方のコーディネータからの信号発
信を表すことができる。したがって図に示されているコーディネータは、コンバージドコ
ーディネータおよび／またはＰＡＮコーディネータのいずれかまたは両方によって実施さ
れる信号発信を表すことができる。
【００７６】
　また、グループをベースとするチャネル切換えを使用して複数のデバイスを他のＰＡＮ
に切り換えることも可能である。任意のデバイスまたはコーディネータは、デバイスおよ
びすべての子デバイスを他のＰＡＮに切り換えるためのＰＡＮコーディネータまたはコン
バージドコーディネータからの要求を許可することができる。コーディネータは、そのク
ラスタ内のデバイスに代わって要求することができる。これは、個別のデバイスに基づい
て実施されるチャネル切換えと比較すると、チャネル切換えを迅速にすることができる。
これは、場合によっては、例えば妨害が特定のグループのデバイスに局所化される場合に
有利である。デバイスによる、個々のチャネルではなく、グループとしてのチャネル切換
えを許容することにより、切換えの間、親／子関係の維持を許容することができる。切換
えの間、親／子関係の維持を許容することにより、切換え後にネットワークを「元に戻す
」、または「形成する」ために要する時間を短くすることができる。
【００７７】
　図１１は、グループをベースとするチャネル切換えを示す例示的コールフロー図１１０
０である。図１１には、コーディネータＡ１１０２、親コーディネータ１１０４およびデ



(24) JP 5719039 B2 2015.5.13

10

20

30

40

50

バイスのグループ１１０６が示されている。例えばコーディネータＡ１１０２は、ネット
ワーク内のルータであっても、または他のノードに対する親として作用する何らかのノー
ドであってもよい。また、例えば親コーディネータ１１０４は、ゲートウェイであっても
、または典型的なＰＡＮコーディネータであってもよい。親コーディネータ１１０４は、
コーディネータＡ１１０２に対する親ノードであってもよい。
【００７８】
　コーディネータＡ１１０２は、親コーディネータ１１０４にアソシエーション要求１１
１０を送信することができる。アソシエーション要求１１１０は、親コーディネータ１１
０４に対して、グループ切換えを実施しなければならないことを示すことができる。例え
ばアソシエーション要求１１１０はディスアソシエーション理由を含むことができ、また
、ディスアソシエーション理由は、グループ切換えを実施すべきであることを示す指示を
含むことができる。また、アソシエーション要求１１１０は、コーディネータＡ１１０２
が使用を要求している新しいチャネルまたはＰＡＮに基づく新しいＰＡＮ　ＩＤを含むこ
とも可能である。コーディネータＡ１１０２は、コーディネータＡ１１０２の制御下にあ
るデバイスのクラスタであってもよいデバイス１１０６のグループに代わってアソシエー
ション要求１１１０を実施することができる。アソシエーション要求１１１０は、古いチ
ャネルを介して送信することができる。
【００７９】
　親コーディネータ１１０４は、コーディネータＡ１１０２に肯定応答１１２０を送信す
ることができる。肯定応答１１２０は、アソシエーション要求１１１０に応答して送信す
ることができる。肯定応答１１２０は、古いチャネルを介して送信することができる。
【００８０】
　コーディネータＡ１１０２は、デバイスのグループ１１０６に新しいディスアソシエー
ション通知１１３０を送信することができる。この新しいディスアソシエーション通知１
１３０を使用して、デバイスのグループ１１０６が他のチャネルに移動すべきであること
をデバイスのグループ１１０６に知らせることができる。新しいディスアソシエーション
通知１１３０は、ディスアソシエーション理由および／または新しいＰＡＮ　ＩＤを含む
ことができる。新しいディスアソシエーション通知１１３０は、古いチャネルを介して送
信することができる。デバイスのグループ１１０６がコーディネータＡ１１０２のすべて
の子デバイスであり、また、コーディネータＡ１１０２がデバイスのグループ１１０６の
各々を切り換えることを希望している場合、コーディネータＡ１１０２は、新しいディス
アソシエーション通知１１３０のための行先アドレスとして同報通信アドレスを設定する
ことができる。したがってデバイスのグループ１１０６の各々は、同報通信を介して新し
いディスアソシエーション通知１１３０を受け取ることができ、また、グループ切換えを
トリガすることができる。コーディネータＡ１１０２が、デバイスのグループ１１０６の
サブセットの切換え、または子デバイスのサブセットの切換えを希望している場合、新し
いディスアソシエーション通知１１３０は、切り換えるべき特定のデバイスのアドレスを
ピギーバックすることができる。例えばコーディネータＡ１１０２は、デバイスのグルー
プ１１０６の短アドレスのリストを使用して、またはブルームフィルタ技法を使用して、
コマンドフレーム長を短くすることができる。
【００８１】
　デバイスのグループ１１０６の切り換えるべき個々のデバイスは、コーディネータＡ１
１０２に肯定応答１１４０を送信することができる。肯定応答１１４０は、新しいチャネ
ルを介して送信することができる。この新しいチャネルは、新しいＰＡＮ　ＩＤおよび／
または新しいディスアソシエーション通知１１３０の中に示されていたチャネルであって
もよい。肯定応答１１４０は、衝突を潜在的に回避するためのキャリア検知多重アクセス
（ＣＳＭＡ）を使用して送信することができる。肯定応答１１４０の送信は任意選択であ
ってもよい。
【００８２】
　上で説明したメッセージのメッセージ名称および順序は、単なる例示的目的のためにす
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ぎないことは当業者には認識されよう。上で説明した信号発信の任意の組合せを、任意の
順序で実施することができる。
【００８３】
　上で説明したいずれのチャネル切換え手法においても、デバイスは、他のデバイスと通
信する能力を失っているため、他のチャネルまたは他のＰＡＮへの切換えを希望すること
ができる。例えば通信は、妨害、および移動性等々によって失うことがある。通信の損失
が生じると、デバイスは、予め構成済みの代替ＰＡＮ　ＩＤおよびチャネルを利用するこ
とができる。また、コーディネータは、コーディネータがどの親ノードとも通信すること
ができない場合、同じ技法を使用することも可能である。この例では、コーディネータは
、子ノードとの通信を維持することができるが、親ノードとの通信を失うことになる。代
替ＰＡＮを使用することにより、コーディネータまたはデバイスは、自身および潜在的に
その子を代替ＰＡＮへ移動させることができ、それにより他のコーディネータまたはノー
ドとの通信を回復することができる。
【００８４】
　コンバージドコーディネータを使用することにより、個別のＰＡＮコーディネータを備
えた従来のＰＡＮネットワークと比較すると、いくつかの利点を得ることができる。例え
ばコンバージドコーディネータを使用することにより、オーバザエアソフトウェア管理を
より速くすることができる。コンバージドコーディネータは、複数の無線トランシーバを
有することができ、それらの各々をダウンリンクソフトウェア分散およびアップグレード
のために同時に動作させることができる。例えば個々のトランシーバは、エンドデバイス
のサブセットのために動作することができ、したがってオーバザエアソフトウェア管理を
より速くすることができる。さらに、コンバージドコーディネータを使用することにより
、ネットワーク内の輻輳を制御することができる。典型的なＰＡＮ内に輻輳が生じた場合
の通常の解決法は、原始通信量レートまたは欠落パケットを押さえることである。これは
、典型的にはシステムの処理能力が低下し、エネルギーが無駄に消費される原因になる。
しかしながら、コンバージドコーディネータとアソシエーションした構成可能なアーキテ
クチャは、より良好な方法で輻輳を処理することができる。例えば上で詳細に説明したよ
うに、原始通信量レートを小さくし、またはすべてのパケットを欠落させることなく、通
信量を輻輳したＰＡＮまたはクラスタから負荷が少ないＰＡＮまたはクラスタへ向けるこ
とができる。
【００８５】
　さらに、コンバージドコーディネータを使用することにより、ロードバランシングを補
助することができる。複数のクラスタおよび／または並列ＰＡＮを利用することができる
場合、コンバージドコーディネータは、総通信量をそれらの間で均等に分割することがで
きる。これは、クラスタまたはＰＡＮ内における輻輳の有無に無関係に実施することがで
きる。ロードバランシングに際しては、電池の残りの電力容量を考慮することができ、し
たがって個々のクラスタまたはＰＡＮは、同様の通信量負荷を有することができ、また、
個々のネットワーク内における消費エネルギー、パケット衝突および待ち時間の点で、よ
り良好な性能を有することができる。また、コンバージドコーディネータは、より良好な
サービス品質（ＱｏＳ）を可能にすることができる。様々なデバイスおよびアプリケーシ
ョンをＰＡＮ環境に共存させることができる。例えば報告などのいくつかのアプリケーシ
ョンには短い待ち時間が必要であり、一方、他のアプリケーションは、短い待ち時間に対
する要求事項が少ない。一例としてＩＥＥＥ８０２．１５．４を使用することにより、保
証時間スロット（ＧＴＳ）にわたるコンテンションフリー期間（ＣＦＰ）を可能にするこ
とができる。このシナリオでは、コンバージドコーディネータは、クラスタまたはＰＡＮ
全体にわたって遅延感応デバイスを展開させることができる。例えば個々のクラスタまた
はＰＡＮは、特定の数の遅延感応デバイスを受け取ることができ、したがって個々のデバ
イスは、独自のＧＴＳを有することができる。ＣＦＰが不能にされ、また、遅延感応デバ
イスからの通信量負荷が軽減されると、コンバージドコーディネータは、特定のクラスタ
またはＰＡＮ内の遅延感応デバイスを編成することができ、また、他のクラスタまたはＰ
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ＡＮ内の遅延寛容デバイスを編成することができる。この方法によれば、差別されたＱｏ
Ｓを異なるデバイスに提供することができる。
【００８６】
　他の例として、コンバージドコーディネータは、信頼性を改善することができる。１つ
のチャネルが利用不可能になると、コンバージドコーディネータは、ＰＡＮデバイスを速
やかに他のチャネルに切り換えることができる。例えば１つのチャネルに未知の外部デバ
イスをはめ込むことができる。さらに、複数のチャネルにわたってデバイスを展開させる
ことにより、他のチャネル内のデバイスは、１つのチャネルが重大な妨害に遭遇しても影
響されない状態を維持することができる。さらに、コンバージドコーディネータは、エネ
ルギー効率を改善することも可能である。通信量が少ない場合、コンバージドコーディネ
ータは、限られた数のトランシーバを開くことができる。同様に、コンバージドコーディ
ネータは、エネルギー消費を少なくするために限られた数のＰＡＮをセットアップするこ
とができる。一例では、コンバージドコーディネータは、１つのトランシーバが一次トラ
ンシーバとして作用し、もう１つのトランシーバがバックアップトランシーバとして作用
する２つのトランシーバをセットアップすることができる。総通信量が増加すると、コン
バージドコーディネータは、必要に応じて追加トランシーバを開くことができる。コンバ
ージドコーディネータは、次に、複数のクラスタまたはＰＡＮを構成することができる。
したがって個々のネットワーク内における衝突の数を少なくすることができ、また、エネ
ルギー効率を改善することができる。
　他の例として、コンバージドコーディネータを使用することによって信号品質を改善す
ることも可能である。コンバージドコーディネータは、同じ周波数を使用するために複数
の無線トランシーバを割り当てることができ、また、無線環境が理想的ではない場合、複
数入力複数出力（ＭＩＭＯ）を利用して信号品質を改善することができる。例えばコンバ
ージドコーディネータは、デバイスから受け取った信号品質を、ＳＩＭＯを利用して、デ
バイス側に一切のオーバヘッドを導入することなく改善するために、複数の無線受信機を
同じ周波数において構成することができる。また、コンバージドコーディネータを使用す
ることにより、隔離および保護を改善することも可能である。いくつかのデバイスは、場
合によっては悪意のあるデバイスであり、異常な通信量を生成する可能性がある。しかし
ながら、コンバージドコーディネータは、正常なデバイスを悪意のあるデバイスからディ
スアソシエーションされた１つのクラスタまたはＰＡＮ内に置くことができる。
【００８７】
　上で示した例で説明されているコーディネータ、コンバージドコーディネータ、デバイ
スおよびネットワークデバイスの各々は、ＷＴＲＵまたは任意の他の有線デバイスまたは
ワイヤレスデバイスであってもよい。上で示した例に使用されている説明および名称は、
単なる例示的目的のためにすぎず、コーディネータおよびデバイスのタイプまたは機能を
制限することは意図されていない。
【００８８】
　以上、特徴および要素について、特定の組合せで説明したが、個々の特徴または要素は
、単独で使用することも、または他の特徴および要素との任意の組合せで使用することも
可能であることは当業者には理解されよう。さらに、本明細書において説明されている方
法は、コンピュータまたはプロセッサが実行するためのコンピュータ可読媒体に組み込ま
れたコンピュータプログラム、ソフトウェアまたはファームウェアの中で実施することが
できる。コンピュータ可読媒体の例には、電子信号（有線接続またはワイヤレス接続を介
して送信される）およびコンピュータ可読記憶媒体がある。コンピュータ可読記憶媒体の
例には、それらに限定されないが、リードオンリメモリ（ＲＯＭ）、ランダムアクセスメ
モリ（ＲＡＭ）、レジスタ、キャッシュメモリ、半導体記憶装置、内部ハードディスクお
よび取外し式ディスクなどの磁気媒体、光磁気媒体、およびＣＤ－ＲＯＭディスクおよび
ディジタル汎用ディスク（ＤＶＤ）などの光媒体がある。ソフトウェアとアソシエーショ
ンしたプロセッサを使用して、ＷＴＲＵ、ＵＥ、端末装置、基地局、ＲＮＣまたは任意の
ホストコンピュータに使用するための無線周波数トランシーバを実施することができる。
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